
１　基礎・基本を大切にし、学力向上に向けて教育活動の充実に努める学校  A： 達成
２　人とのかかわりの中で、ことば・心・行動を大切にする生徒を育てる学校  B： 概ね達成
３　総合学科の特色である多様な科目の評価と改善に努め、進化する学校  C： やや不十分
４　保護者・地域との連携を密にし、地域に貢献できる学校  D： 不十分
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・一斉メール配信や本校ホー
ムページをとおし、今後も積極
的に情報を発信していくこと
で、生徒の活躍や総合学科の
魅力・内容などを広く伝えてほ
しい。

地域行事等への積極的な参加や協力による地域貢献

学校ＨＰ等各種広報活動の充実と危機管理に関する情報の共有

安心・安全な教育環境の整備

目標に到達するための総合力と課題解決力の育成

5

保護者や地域社
会との連携と学
校情報の適切な
発信

生徒や保護者による授業評価・学校評価を活用した教育活動の改善

B

○保護者や地域社会との連携では、新型コロナ
ウイルスの5類移行後、ボランティア活動や学園
祭等で活動の機会が多く生まれ成果として残っ
た。
○公式インスタグラムが開設されたことにより、本
校の良さが広くPRされた。
△生徒数減に伴う役員数の減少に向けて、PTA
活動を効果的にスリム化していくことが課題であ
る。

・コロナ禍において、個を大切
にした指導を厚く行ったことに
対し、保護者の評価が得られ
ている。
・相談活動、生徒指導につい
て、信頼関係を大切にしてい
る。

内面理解に重きを置いた生徒指導の充実と組織的対応の強化

自主的・自律的な生徒会運営と部活動・ボランティア活動等の推進

4

総合学科として
の教育内容の充
実と総合力の育
成

地域の教育力を活用した教科横断的な教育の実践

B

○高畠ゼミの活動に代表される探究活動や高
畠町海外派遣研修事業の再開により、地域の中
学生に向けて、本校総合学科の魅力を広く発信
することができた。
△課題研究では、さらなる内容の充実に向け
て、テーマ設定から具体的な研究まできめ細や
かな指導体制の構築が課題である。

・高畠ゼミや観光振興等を中
心とした各教科での地道な取
り組みが、地域に広くPRでき
たことは成果として大きい。生
徒一人一人のの意欲や個性
を損なうことなく、つなげていく
ことに努めていただきたい。

国際交流事業等の充実と異文化理解教育の推進

進路実現に向けた全教職員による指導体制の充実

3
健やかな体と思
いやりの心、豊か
な人間性の育成

授業や校内外の諸活動を通した「いのちの教育」の推進

B

〇「いのちの教育」は多方面の専門職による講
演等の協力のもと順調に実施できた。
○合唱コンクール、クラスマッチや学園祭等の
行事を生徒が主体となり、成功させた。
△定期健診後の未受診者の受診率の向上に向
け、保護者と連携した取り組みが必要である。

○学習指導
・観点別評価に
関し、教員一人
一人が実践に基
づく研究を深め、
生徒の学習改善
や教員の授業改
善にあたる。

○進路指導
・総合的な探究
の時間での課題
研究に関する内
容を充実化させ
る。

○生徒指導
・ボランティア体
験や地域活動
等、生徒が活躍
できる場及び生
徒間の親和関係
の構築できる環
境を模索し、生
徒主体で取り組
ませたい。

○その他
・保護者と地域
社会との連携を
より一層深めな
がら、生徒が安
心して学校生活
を送れるような環
境づくりに邁進し
ていきたい。

科目の目標に即した基礎基本の習得と個に応じた学習支援の徹底

図書館の積極的活用と探究型学習の深化

2
自己実現に向け
た明確な進路意
識の育成と深化

ガイダンス機能の充実と個に応じた進路情報の提供

B

○生徒の進路目標の達成に向け、小論文、面
接対策と全職員が一丸となって指導することが
できた。
○１・２年次生のインターンシップ・農業・ボラン
ティア体験が、生徒の心の成長につながった。
△生徒数減により、教員数が削減される中、より
効果的な進路指導にしていく必要がある。

・進路選択を目的とした進路
講演会は、内容が充実してい
る。今後も継続してほしい。
・進路が多様な本校において
は、進路指導室に生徒が相談
できる態勢をさらに充実させて
ほしい。

キャリア教育実践プログラムを通した社会で自立できる力の育成

1
学習指導の充実
と学力向上

主体的・対話的で深い学びを実現する授業の充実と観点別評価の推進

B

○各教科担任による授業では、ねらいを明確に
し、生徒が理解できるよう教材、板書等に工夫を
重ねたため、授業評価で高い評価を得た。
○協働的な学びを進めて行く中で、ＩＣＴを活用
した授業を各教科とも積極的に実施した。
△観点別評価に基づき、個々の生徒の学習改
善が図れる指導体制の構築が課題である。

・学習に関し、肯定的意見の
割合が低い。生徒の進路意識
を高め、目標の設定と学習意
欲の喚起に努めてほしい。
・学習に関する学校での取り
組みを保護者等にも十分に周
知してほしい。

めざす生徒像 　地域を愛し、自他の未来を切り拓く生徒

自　　　　己　　　　評　　　　価
学校関係者評価

（意見・要望・評価等）
総括

(改善点)重点目標
（評価項目）

具体的な取組目標や主な方策 達成状況（○）と課題（△）

令和５年度　学校評価書（自己評価・学校関係者評価）
教育目標 　個性の確立　　自立と共生　　社会への貢献 山形県立高畠高等学校
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